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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域での敗血症診療の問題点を明らかとし、地域における敗血症診療体制
を樹立することで、感染症診療の質を向上させることを目的とした。研究途中で新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）が集中治療室における感染症診療のメインとなったため、地域に見合ったCOVID-19治療を支援する
ために、COVID-19の疫学情報を集積・検討を行った。この結果を踏まえて、治療プロトコルを作成し、地域の施
設に提供した。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to improve the management of infectious diseases to 
clarify the underlying problem and establish sepsis management  in our region. During the study 
period, novel coronavirus infection (COVID-19) became main problem in intensive care unit. Hence, we
 analyzed the epidemiology of COVID-19  and made practical protocol for COVID-19. This protocol was 
provided to regional hospital.

研究分野：集中治療領域における感染症と凝固障害の制御

キーワード： 感染症　集中治療　新型コロナウイルス感染症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、国際的ガイドラインの整備がすすみ、机上では標準的な敗血症治療が展開できる準備が整いつつある。 
しかし現実に目を向けると、集中治療室には限りがあり、そもそも地域においては集中治療医は不足している。
本研究期間中に、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が全世界的な公衆衛生上の問題となったが、プライマ
リケアや地域の救急を担っている中・小規模病院では、集中治療が十分に提供できていないことが明らかとなっ
た。今後、感染症診療に長けた集中治療医を効率的に育成する必要性が示唆されるものであった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 敗血症は感染症を引き金として発症する全身性炎症反応症候群であり、集中治療室での死因
の第 1 位の病態として知られる。実際に、敗血症患者は集中治療の適応となる場合が多い。近
年、机上では標準的な敗血症治療が展開できる準備が整いつつある。しかし現実に目を向けると、
本邦では集中治療医は依然として不足しており、そもそも地域においては集中治療室の整備さ
え十分とはいえない。この現状からは、敗血症診療の質向上のためには、グローバルな視点にた
ったガイドラインだけではなく、地域での問題点を明らかとし、地域における敗血症診療体制の
樹立が急務であった。この現実の中で、2019 年末に突如として発症した新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）が人類史上最悪ともいえるパンデミックを引き起こし、地域の集中治療体制の
脆弱性が明らかとなった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、集中治療領域における敗血症診療のネットワークを、地域特性を加味した上で樹立
し、最終的に敗血症診療の質を向上させることを目的として計画した。研究期間において、集中
治療室内における感染症診療の多くのエフォートが COVID-19 に割かれたことから、下記（1）、
（2）を目的として同研究を計画した。 
 （1）地域における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の特徴を明らかにする 
 （2）地域における感染症診療支援を行う 
  
３．研究の方法 
 対象地域は申請者が所属する施設のある三重県とし、三重大学医学部附属病院を中心に、
COVID-19 などの重症感染症診療がどのように実施されているのかの疫学調査を実施する。また、
行政に置かれた新型コロナウイルス感染症対策本部と連携し、臨床現場の視点から地域におけ
る COVID-19 の疫学調査を行う。この調査により感染症診療の問題点が可視化され、この結果に
基づき感染症診療支援を行うための診療支援ツールを作成する。 
 
４．研究成果 
 （1）地域における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の特徴 
 
（図 1）入院患者の推移              

 
（図 2） 重症化を示唆するバイオマーカー 

当地域では 2021 年初夏から秋にかけてのいわゆる第 4 波、第 5 波で多数の重症者が発生した



（図 1）。第 3 波までの経験で作成した治療プロトコルにより、第 4 波では重症者にも死亡者を
出すことがなく管理できたが、短期間に患者が集中した第 5 波では重症者の死亡率が 47.6％に
なるなど多数の死亡者が出た。デルタ株によるウイルスそのものによる毒性に加え、患者集中に
よる集中治療体制の質の低下、搬送の遅れなどがこの原因として考えられた。地域の集中治療体
制を維持するためには、重症化すると思われる患者を選別し、早期に介入することが重要と考え
られた。このため、気管挿管に至るリスクを示唆する簡便なバイオマーカーを検索したところ、
LDH（362>IU/dL, 感度 75％、特異度 91％）が抽出された（図 2）。また、第 6波でさらに重症者
で死亡者の割合が増加していたが、これは、COVID-19 に続発して生じている二次感染や別の病
態による死亡が大部分であり、第 5波までと様相が異なっていることが分かった。これらの結果
を 2022 年度の感染症学会および集中治療学会で報告した。 
 
（2）地域における感染症診療支援 
 上記の経験を踏まえ、地域の医療体制を考慮した新型コロナウイルス感染症診療プロトコル
を作成し、地域の基幹病院に提供した。COVID-19 がその流行時期によって大きく臨床像をかえ
たことから、その都度診療プロトコルをアップデートし、地域の医療体制を考慮しつつも、厚生
労働省が作成している新型コロナウイルス感染症診療の手引きとの整合性を保つこととした。 
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